判決主文等の記載方法

●　訴え却下の場合の主文例
１　本件訴えを却下する。
２　訴訟費用は，原告の負担とする。

●　請求棄却の場合の主文例
１　原告の請求を棄却する。
２　訴訟費用は，原告の負担とする。

●　金銭支払いの判決主文例
１　被告は，原告に対し，○○万○○○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年○％の割合による金員を支払え。
２　訴訟費用は，被告の負担とする。
３　この判決は，第１項に限り，仮に執行することができる。","最近は，金額の前に「金○○万」と表示しない。

●　金銭支払いの判決主文例
（物件の引き渡しがある場合の記載例）
１　被告は，原告に対し，別紙請求の趣旨第１項記載の金員を支払え。
２　被告は，原告に対し，別紙物件目録記載の自動車を引き渡せ。
３　訴訟費用は，被告の負担とする。
４　この判決は，仮に執行することができる。

●　連帯債務の場合の判決主文例
被告らは，原告に対し，連帯して，○○万○○○○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年○％の割合による金員を支払え。

●　仮執行宣言付支払督促を認可する場合
１　○○簡易裁判所平成○年（ロ）第○号事件の仮執行宣言付支払督促を認可する。
２　督促異議申立後の訴訟費用は，被告の負担とする。
　（仮執行宣言付支払督促に対する異議申立訴訟で，原告の請求を認容する場合の主文例）

●　仮執行宣言付支払督促を取り消す場合
１　○○簡易裁判所平成○年（ロ）第○号事件の仮執行宣言付支払督促を取り消す。
２　原告の請求を棄却する。
３　訴訟費用は，原告の負担とする。
（仮執行宣言付支払督促に対する異議申立訴訟で，原告の請求を取り消す場合の主文例）

●　少額訴訟の分割支払い判決
１　被告は，原告に対し，金○円及びこれに対する平成○年○月○日から支払済みまで年○分の割合による遅延損害金を支払う義務があることを認める。
２　被告は，原告に対し，前項の金員のうち，金○円及びこれ対する平成○年○月○日から平成○年○月○日までの遅延損害金○円（合計金○円）を，次のとおり分割して支払え。
（１）　平成○年○月から同年○月まで毎月末日限り金○万円宛
（２）　平成○年○月末日限り金○万円
３　被告が前項の分割金を金○円以上怠ることなく完済したときは，その余の第１項の支払義務を免除する。
４　被告が前項の分割金の支払いを怠り，その額の合計が金○円に達したときは，被告は，原告に対し，第１項の金員（ただし，第２項による既払金があるときは，それを控除した残金）を支払え。
５　訴訟費用は，原告の負担とする。
６　この判決は，第２項及び第４項に限り，仮に執行することができる。

●　代償請求の場合の主文例
１　被告は，原告に対し，別紙物件目録記載の自動車を引き渡せ。
２　上記の引渡しにつき強制執行が不能の場合は，被告は，原告に対し，金○○万○○○○円を支払え。
３　訴訟費用は，被告の負担とする。
４　この判決は，仮に執行することができる。

●　建物明渡請求の場合の主文例
１　被告は，原告に対し，別紙物件目録記載の建物を明け渡せ。
２　被告は，原告に対し，平成○年○月○日から明渡済みまで１か月金○○円の割合による金員を支払え。
３　訴訟費用は，被告の負担とする。
４　この判決は，仮に執行することができる。

●　所有権移転登記手続請求の場合の主文例
１　被告は，原告に対し，別紙物件目録記載の土地について，平成○年○月○日売買を原因とする所有権移転登記手続をせよ。
２　訴訟費用は，被告の負担とする。

●　抵当権設定登記の抹消登記手続請求の場合
被告は，別紙物件目録記載の土地についてなされた○○法務局平成○年○月○日受付第○号抵当権設定登記の抹消登記手続をせよ。

●　債務不存在確認の主文例
１　原被告間の平成○年○月○日の消費貸借契約に基づく原告の被告に対する１００万円の返還債務は４０万円を超えて存在しないことを確認する。
２　原告のその余の請求を棄却する。
（最判昭和４０年９月１７日・民集１９巻６号１５３３頁参照）

●　所有権確認の主文例
原告が別紙物件目録記載の建物につき所有権を有することを確認する。

●　境界確定の主文例
１　原告所有の別紙物件目録記載１の土地と被告所有の同目録記載２の土地との境界は，別紙図面記載のア，イ，ウ，エ，オの各点を順次直線で結ぶ線であることを確定する。

